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はじめに

 精神疾患は罹患者が419万人を数え、生涯で約5人に1人が経験する国民病である。抗精神病薬の進歩やリハビリテーションの充実、障害
者総合支援法の整備などにより、地域で社会生活を営む当事者は増加傾向にある。そして、疾病や障害を抱えていても、結婚し所帯をもっ
たり、子育てをすることが当たり前の時代になった。

 精神疾患の多くは若年層で発症する。出産、育児、転居など、夫婦にとって新しい生活を作り上げていく時期と重なることも多いため、精神
疾患の発症や再発というエピソードは当事者のみならず配偶者にとっても大きな混乱を生じやすい。

 本地域活動は、精神に障害がある人の配偶者・パートナーを対象として、ピアサポートグループ（集い）の実施および一般社会への啓発を
行っている。

３つの集い

 全国各地で実施された学会、講演会等で、配偶者・
パートナーへの支援や“家族まるごと支援”に関する
啓発活動を行った。

 2019年度に参加した活動は以下の通りである。
・リカバリー全国フォーラム（9/22・池袋）
当事者の子育てを支えるための家族丸ごと支援
・茨木病院「家族の集い」（10/5・大阪）
・子ども虐待防止学会（12/22・神戸）
忘れられた介護者からみた精神障がいと子ども虐待
・リカバリーフォーラム地方版分科会 in 沖縄（2/15）
家族まるごと支援と家族のリカバリー
・リカバリーフォーラム地方版分科会 in 広島（3/15）
家族まるごと支援と家族のリカバリー

 配偶者・パートナーを対象とした「精神に障害がある人の配偶者・パートナーの
集い」、障害当事者を対象とした「結婚・育児について語る当事者の集い」、小
学校中学年～高校生を対象とした「精神に障害がある人の子どもたちの集い」
を隔月で開催した。また、集いには小さな子どもを連れてくる参加者がいるため、
保育ボランティアを用意した。配偶者・パートナー、子ども、当事者といった、家
族を構成する人たちが一度に集まり、“家族まるごと”支援が受けられる場と
なっている。

 支援に対するニーズは高く、2019年度は、配偶者・パートナー延べ111名、当事
者延べ18名、子ども延べ26名の参加があった（3月28日に今年度最後の集い
を開催予定）。

【配偶者・パートナーの立場から】

 初の参加でしたが大変参考になりました。夫は統合失調症ですが、同じ病気の方、住まいが近い方、境遇が似た方など自分と重なるところ
も多くあり、考えさせられることばかりでした。子どももおりますし、子どもと病気のつきあい方をどうしていくか、またディスカッションできると
うれしいです。

 いつもありがとうございます。私たちと同じように話す場所、話す相手がいない中、悩まれている方々がたくさんいることと思います。そのよう
な方たちに少しでもこの会のことを知ってもらえたらと思います。また、このような会が今後もたくさんできる社会になれば嬉しいです。

 声を出して話すことで心の中が少しすっきりしました。共有ができたことで少し気持ちがあたたかくなりました。

 けんかしちゃいけない病気と聞いて今さら納得（うちもケンカの翌日よく寝込んでいた）。そうだったのか！会でしか聞けないキーワード。Dr

も行政も、いわゆる支援者は教えてくれません。自分のことも大事にし、一緒に生きていくことが目標という話にも心がけようと思いました。

 再発していない落ち着いた状態の中で参加して良いのだろうかと思っていましたが、不安な気持ちを表出することができて良かったです。皆
さんいろんな思いを抱えるなかで生活されていて、そのなかでも笑顔で話をされていたので、きっと辛いことだけではないんだろうなと感じる
ことができました。参加させていただきありがとうございました。

【当事者の立場から】

 以前参加した当事者会は、全員が当事者で、内気な方は発言できず、気の強い方同士で白熱し、自分の意見が言えなかったり、独身の方
が既婚者を妬んで意地悪もしてきた。ここの会は冷静で優しい健常者のスタッフがいらっしゃることで、全員の為になる意見を聞けて、参加
後スッキリした気持ちになった。

 自分がいかに頑張り過ぎて力が入っていた事に気付かされた。今日のご意見を今後生かしていきたい。

【子どもの立場から】

 今までに親と同じ双極性障害という人の子どもの立場という人にあまりあったことが無かったのでとても話しやすくて良かったです。また家
族会の子どもたちの集いに来る機会があったら参加したいと思います。

啓発活動

茨木病院「家族の集い」 における講演の様子

参加者の声


